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大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

第
二
〇
〇
回
記
念
例
会
の
報
告

本
年
六
月
の
例
会
を
も

っ
て
、
本
研
究
会
の
例
会
開
催
が
二
〇
〇
回

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。　
一
九
八
七
年
四
月
十
七
日
の
第

一
回
例
会
か

ら
、
足
か
け
二
十
二
年
に
わ
た
り
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
に
そ
の
記
念
の
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
〇
〇
回
記
念
例
会
は
、

通
常
の
例
会
と
は
趣
向
を
変

え
、
荒
木
浩
氏

（大
阪
大
学
）、

中
原
香
苗
氏

（神
戸
学
院
大

学
）、
福
田
安
典
氏

（愛
媛
大

学
）、
村
山
識
氏

（大
阪
大
学

大
学
院

（院
》

の
四
名
の
会

員
に
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
安
西
法
師
の
顕

彰
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、

愛
媛
県
大
洲
市
の
寿
永
寺
御

住
職
小
島
泰
雄
師
を
お
招
き

し
、
『安
西
往
生
図
』
（寿
永

寺
蔵
）
の
絵
解
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は

『詞

林
』
創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま
で
、
計
四
十
三
冊
及
び

『
古
代
中
世
文
学

研
究
論
集
』
の
展
示
を
行
い
、
研
究
会
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

本
研
究
会
の
設
立
者
で
あ
る
伊
井
春
樹
先
生

（国
文
学
研
究
資
料
館
館

長
）
に
も
、
万
障
を
繰
り
合
わ
せ
て
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
多
く

の
会
員
、
ま
た
会
員
以
外
の
方
々
に
も
ご
参
集
い
た
だ
き
、
二
〇
〇
回

記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
に
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
、
荒
木
、
中
原
、
村
山
各
氏

の
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
尚
、
福
田
氏
に
は
ご
発
表
を
も
と
に
し

た
論
考
を
今
号
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
要
旨
は
割
愛
い
た

し
ま
す
。

例
会
の
最
後
に
、
伊
井
春
樹
先
生
に
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
二
〇
〇
回
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
二
〇
〇
回
と
い
う
こ
と
で
お
声
が
か
か
り
ま
し
た
の
で
、
出

て
参
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
回
と
い
う
の
は
大
変
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
私
が
辞
め
る
直
前
の

公
一〇
〇
三
年
と

二
月
六

日
、　
一
五
七
回
目
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
五
年
、
今
日
、
二
〇

〇
回
を
数
え
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
荒
木
先
生
、
加
藤
先
生
の
ご
尽

力
の
お
陰
と
敬
服
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
時
々
は
初
心

を
忘
れ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
忘
れ
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
状
況
で
発



展
を
し
な
が
ら
、
ま
た
初
心
も

忘
れ
な
い
で
振
り
返
る
、
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と

つ
く
づ
く

思

っ
た
り
い
た
し
ま
す
。

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
去

来
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
こ
と
な
ど
も
う
忘
れ
て
い

た
だ
い
て
、
益
々
の
発
展
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
陰
な
が
ら

私
は
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
本
日

は
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
刺
激
に
満
ち
た
研
究
の
発
信
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
（石
原
）

〈当
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
〉

日
時
　
一
一〇
〇
八
年
六
月
二
十
八
日

（土
）

午
後

一
時
～

場
所
　
大
阪
大
学
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
講
義
棟
Ｂ
棟
１１８
教
室

開
会
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
洋
介
氏

「胡
旋
女
」
の
寓
意
―
光
源
氏
と
清
盛
と

『
続
教
訓
抄
』
伝
本
考

夢
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
た
頃
に
―
安
西
法
師
の
奇
蹟
―

大
覚
寺
統
に
お
け
る
撰
集
下
命
を
め
ぐ

っ
て

―
鎌
倉
中

・
後
期
勅
撰
和
歌
集
制
度
史
試
論
―

伊
井
春
樹
先
生
の
ご
あ
い
さ
つ

閉
会
の
辞

荒
木
　
浩
氏

中
原
香
苗
氏

福
田
安
典
氏

荒
木
　
浩
氏

村
山

識
氏
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「
胡
旋
女
」

の
寓
意
―
光
源
氏
と
清
盛
と

大
阪
大
学
　
荒
木
　
浩

『白
氏
文
集
』
新
楽
府
の

一
篇

「胡
旋
女
」
は
、
都
に
も
た
ら
さ
れ

た
胡
旋
舞
を
す
る
女
の
描
写
に
よ
そ
え
て
、
玄
宗
皇
帝
を
め
ぐ
る
、
安

禄
山
と
楊
貴
妃
の
背
信
を
ほ
の
め
か
し
、
時
世
を
諷
諭
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
背
信
の
寓
意
は
、
安
禄
山
と
楊
貴
妃
密
通
説
の
由
縁
と
な

っ

た
と
も
謂
わ
れ
る
。

か

つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
玄
宗
皇
帝

。
楊
貴
妃

。
安
禄
山
と
桐
壺

帝

。
藤
壺

。
光
源
氏
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
三
角
形
が
、
い
ず
れ
も
無
知

な
様
子
の
帝
か
ら
の
、
善
意
で
等
値
の
寵
愛
を
前
提
に
し
た
義
母
と
義

子
と
の
不
倫
の
密
通
と
い
う
構
造
を
類
似
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

「胡
旋
女
」
の
表
象
す
る
世
界
は
、
『
源
氏
物
語
』
を
理
解
す
る
上
で
き

わ
め
て
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
紫
式
部
が

「新
楽
府
」
に
精
通
し
、

『
源
氏
物
語
』
の
も

っ
と
も
本
質
的
な
読
者
で
あ

っ
た
中
宮
彰
子
に
そ

れ
を
教
示
す
る
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
も
ま
た
、
『紫
式
部
日
記
』
に
明

ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

逆
に
、
『
源
氏
物
語
』
か
ら

「胡
旋
女
」
の
構
図
が
街
彿
と
す
る
場

面
が
あ
る
。
「紅
葉
賀
」
の
青
海
波
試
楽
の
場
面
で
あ
る
。
三
田
村
雅

子
氏
は
当
該
部
を

「舞
人
光
源
氏
が
藤
壺
に
寄
せ
る
不
退
な
思
い
を
込

め
て
舞
を
舞
い
、
藤
壺
の
腹
の
子
を
我
が
子
だ
と
確
信
す
る
」
、
里
目
海

波
は
、
光
源
氏
の
禁
断
の
野
望
の
実
現
に
向
け
て
の
輝
か
し
い
予
祝
に

変
貌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
光
源
氏
と
藤
壺
の
ひ
そ
や
か
な
胸
の
中
だ

け
で
は
…
…
」
翁
青
海
波
再
演
―

「記
憶
」
の
中
の
源
氏
物
語
―
」
『源
氏

研
究
』
五
）
と
読
む
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く

「胡
旋
女
」
の
世
界
で
あ

る
。
こ
の
青
海
波
の
場
面
こ
そ
、
作
品
内
的
に
も
繰
り
返
し
語
ら
れ
ま

た
想
起
さ
れ
る

『
源
氏
物
語
』
最
重
要
の
場
面
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
い
わ
ば

〈秘
め
ら
れ
た
寓
意
〉
で
あ

っ
た
。
そ
の

寓
意
は
、
光
源
氏
と
安
禄
山
と
い
う
、
容
貌
と
出
自
に
於
い
て
対
極
の
、

光
源
氏
の
謀
反
性
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
桐
壺
巻
が

『
長
恨
歌
』
の
依
拠

性
の
中
で
空
白
を
も
う
け
、
ま
さ
に
そ
の
部
分
に
こ
そ
、
決
定
的
な
寓

意
が
潜
在
し
て
い
た
よ
う
に
、
紅
葉
賀
巻
で
も
本
文
は
明
示
的
に
は

「胡
旋
女
」
を
引
用
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

「紅
葉
賀
」
の
青
海
波
は
、
の
ち
に

『
源
氏
物
語
』
自
体
を
先
例
と

し
て
、
五
十
賀
の
場
で
自
河
院
、
鳥
羽
、
後
白
河
と
受
け
継
が
れ
る
。

後
白
河
の
折
に
は
、
平
清
盛
の
孫
、
維
盛
が
舞
い
、
『安
元
御
賀
記
』

『
平
家
公
達
草
紙
』
『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
な
ど
は
、
そ
れ
を

『
源

氏
物
語
』
に
擬
え
て
語
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

清
盛
は
ま
た
、
『彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
を
め
ぐ

っ
て
、
後
白
河
院

と
と
も
に
興
味
深
い

『
源
氏
物
語
』
世
界
の
枠
組
み
の
中
に
所
在
す
る
、

と
さ
れ
る
。
清
盛
に
潜
在
す
る
白
河
院
皇
胤
説
と
い
う
お
お
け
な
き
秘

密
の
伝
承
も
ま
た
、
清
盛
を

『
源
氏
物
語
』
世
界
の
主
人
公
た
ち
と
の

ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
視
点
を
提
供
す
る
。
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そ
の
清
盛
こ
そ
、
源
通
親
を
語
り
手
と
す
る

『高
倉
院
厳
島
御
幸

記
』
に
お
い
て
、
「胡
旋
女
」
の
安
禄
山
に
引
き
当
て
ら
れ
る
。
退
位

直
後
の
高
倉
院
を
玄
宗
に
比
定
し
、
清
盛
の
娘
徳
子
が
楊
貴
妃
に
擬
え

ら
れ
る
構
造
と
な
る
。
楊
貴
妃
は
安
禄
山
の
義
母
で
あ

っ
た
が
、
『厳

島
御
幸
記
』
で
は
、
そ
の
親
子
関
係
が
逆
転
し
て
父

。
清
盛
と
娘

・
徳

子
の
形
象
に
転
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
重
要
で
あ
る
。

「紅
葉
賀
」
の
試
楽
に
於
い
て
、
青
海
波
の
舞
は
決
し
て
安
泰
な
時

代
の
予
祝
で
は
な
か

っ
た
。
「春
宮
の
女
御
」
（弘
徽
殿
）
が
光
源
氏
を

評
し
た

「
ゆ
ゆ
し
」
と
い
う
語
は
、
い
わ
ば

「
語
脈
」
と
し
て

『
源
氏

物
語
』
の
未
来
を
撃

つ
。
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
盛
儀
で
あ

っ
た
青
海
波

所
演
は
、
し
か
し
そ
の
後
の
自
河

。
鳥
羽

・
後
白
河
の
先
離
と
し
て
は
、

ま
ご
う
事
な
き

ハ
レ
の
場
、
他
な
ら
ぬ

「賀
」
と
し
て
の
み
表
象
さ
れ

る
。
『
源
氏
物
語
』
盛
行
の
発
端
と
さ
れ
る

「康
和
」
の
時
代
以
後
、

物
語
世
界
の
深
層
は
封
じ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
、
『
源
氏
』
は
、
晴
れ

や
か
な
、
そ
し
て
い
ず
れ
重
厚
な
カ
ノ
ン
と
し
て
現
前
す
る
。

如
上
、
「胡
旋
女
」
を
め
ぐ
る
寓
意
の
諸
相
と
円
環
を
、
古
代
か
ら

中
世

へ
、
通
観
す
る
視
点
の
中
で
把
捉
し
、
文
学
史
の

一
隅
を
照
ら
し

出
せ
れ
ば
、
と
所
期
す
る
次
第
で
あ
る
。

参
考
文
献

・
拙
稿

「玄
宗

・
楊
貴
妃

・
安
禄
山
と
桐
壺
帝

・
藤
壺

・
光
源
氏
の
寓

意
―
続
古
事
談
か
ら
見
る
源
氏
物
語
―
」
「
詞
林
』
一一一六
、
二
〇
〇
四

年

一
〇
月
）、
拙
著

『
日
本
文
学
　
一
一重
の
顔
』
第
二
章

（大
阪
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

・
静
永
健

『白
居
易

「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』
（勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

・
増
田
欣

『中
世
文
藝
比
較
文
学
論
考
』
（汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）

。
高
橋
昌
明

『
平
清
盛
　
福
原
の
夢
』
（講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇

七
年
）

・
堀
淳

一
「青
海
波
選
曲
の
理
由
―
紅
葉
賀
で
の
上
演
に
至
る
ま
で

―
」
翁
中
古
文
学
』
創
立
三
十
周
年
記
念
号
、　
一
九
九
七
年
三
月
）、
「
後

白
河
院
五
十
賀
に
お
け
る
舞
楽
青
海
波
―

『
玉
葉
』
の
視
線
か
ら

，―
」
「
古
代
中
世
文
学
論
考
』
三
、　
一
九
九
九
年

一
〇
月
）

・
伊
井
春
樹

『
物
語
の
展
開
と
和
歌
資
料
』
（風
間
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）

・
小
川
剛
生

「
フ
同
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
を
め
ぐ

っ
て
」
（
明
月
記
研

究
』
九
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）

付
記
　
本
発
表

の
前
半
部
分
は
、
そ
の
後

「
胡
旋
女
」
の
寓
意
―

『
源
氏
物
語
』
の
青
海
波
を
め
ぐ

っ
て
」
と
題
し
て

『
白
居
易
研
究

年
報
』
第
九
号

（勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
九
月
刊
行
）
に
成
稿
化
し

た
。
後
半
部
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

―- 95 -―



『
続
教
訓
抄
』
伝
本
考

神
戸
学
院
大
学
　
　
中
原
　
香
苗

南
都
興
福
寺
属
の
楽
人
狛
朝
葛
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『
続
教
訓
抄
』

（文
永
七
年

（
〓

一七
〇
）
以
降
成
立
）
は
、
祖
父
近
真

の

『教
訓
抄
』

（天
福
元

（
〓
〓
壬
こ

年
）
に
な
ら

っ
て
撰
述
さ
れ
た
総
合
的
楽
書
で

あ
る
。

本
書
に
は
、
音
楽
に
関
わ
る
も
の
の
ほ
か
、
多
く
の
説
話
や
南
都
諸

大
寺
の
縁
起
、
「六
道
」
に
関
わ
る
記
述
な
ど
、
種
々
の
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。
本
書
の
伝
承
と

『
江
談
抄
』
や

『宝
物
集
』
『古
事
談
』

『十
訓
抄
』
『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
の
説
話
集
と
の
関
連
が
説
か
れ
、
引

用
文
献

に
関
し
て
も
、
幼
学
書

型
里
子
教
』
、
朗
詠
注
、
釈
信
救
撰

『白
氏
新
楽
府
略
意
』
及
び
南
都
の
成
唯
識
論
の
論
抄

『鏡
水
抄
』
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
講
式
と
共
通
の
文
辞
が
見
ら
れ

る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
は
中
世
の

諸
分
野
と
関
わ
り
を
も
ち
、
中
世
文
化
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
意
義

を
も

つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
重
要
性
に
比
し
て
、
伝
本
研
究
な
ど
の
基
礎
研
究
は
、

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
『
日
本
古
典
全
集
』
に
本
文
が
翻
刻
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
解
題
に
よ
れ
ば
、
そ
の
底
本
は
明
治
期
に
郵
岡

（村
岡
）
良
弼
が
水
戸
彰
考
館
蔵
本
を
写
し
、
楽
人
多
氏
所
蔵
の
本
に

よ

っ
て
対
校
し
た
も
の
を
、
郁
岡
の
門
人
清
水
文
雄
が
影
写
し
て
、
さ

ら
に
上
野
帝
国
図
書
館
本
に
よ

っ
て
比
校
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
に
数
種
の
伝
本
を
加
え
て
対
校
し
た
も
の
が
、
日
本
古
典
全
集
本

な
の
で
あ
る
。
日
本
古
典
全
集
本
の
本
文
は
、
こ
う
し
た
複
雑
な
過
程

を
経
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
研
究
に
用
い
る
に
際
し
て
は
注
意

を
要
し
よ
う
。

『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
『続
教
訓

抄
』
に
は
完
本
が
現
存
し
な
い
た
め
、
も
と
も
と
の
巻
数
な
ど
は
不
明

で
あ
る
。
日
本
古
典
全
集
本
に
は
現
存
本
文
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
本
来

一
具
で
あ

っ
た
は
ず
の
巻
が
分
割
さ
れ
て
い
た
り
、
『
教
訓

抄
』
な
ど
か
ら
の
記
事
の
混
入
も
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
現
存

『
続
教

訓
抄
』
の
本
文
は
錯
綜
し
た
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

『続
教
訓
抄
』
の
現
存
最
古
の
写
本
と
し
て
は
、
現
在
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
曼
殊
院
蔵
本
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
明
徳
三
年

２

二
九
一
し

か
ら
四
年

（
〓
二
九
一こ

に
か
け
て
笙
を
家
業
と
し
た
楽

人
豊
原
量
秋
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
「
続
教
訓
妙
』
の
現
存

最
古
本
と
し
て
流
布
本
の
祖
本
と
認
め
ら
れ
て
」
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
に
関
し
て
は
、
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
調
べ
る
と
、
『
教
訓
妙
』
の
混
入
な
ど
は
、
実
は
、

曼
殊
院
本
が
書
写
さ
れ
て
い
く
過
程
で
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
発
表
で
は
、
『続
教
訓
抄
』
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
ま
ず
は
最
古

の
伝
本
で
あ
る
曼
殊
院
本
を
検
討
し
、
日
本
古
典
全
集
本
に
み
ら
れ
る
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巻

の
分
割
や

『
教
訓
抄
』
よ
り
の
混
入
な
ど
が
曼
殊
院
本

に
由
来
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
発
表
者

に
よ
る
現
在
ま
で
の

『
続
教
訓
抄
』
伝
本
調
査

の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
伝
本
相
互

の
関
係

に

つ
い
て
も
考
察
を
お
こ
な

い
、
伝
本
系
統
と
し
て
は
、
曼
殊
院
本
を
も
と
と
し
た
と
思
わ
れ
る
も

の
、
彰
考
館
に
所
蔵
さ
れ
た
写
本
を
も
と
と
し
た
も
の
、
内
容
が
十
五

冊
に
分
割
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

注（１
）
稲
垣
泰

一
氏

「『続
教
訓
妙
』
と
中
世
説
話
集
」
「
説
話
』
七
、
昭
和
五

十
八
年
）、
今
野
達
氏

「続
教
訓
抄
と
宝
物
集
―
宝
物
集
伝
流
考
補
遺
―
」

翁
今
野
達
説
話
文
学
論
集
』
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
年
、
初
出
　
昭
和
五
十

六
年
）。

（２
）
今
野
達
氏

「童
子
教
の
成
立
と
注
好
選
集
―
古
教
訓
か
ら
説
話
集
へ
の

一

パ
タ
ー
ン
ー
」
（注
１
前
掲
書
所
収
、
初
出
　
昭
和
五
十
五
年
）。

（３
）
黒
田
彰
氏

「長
谷
雄
草
紙
考
―
草
子
と
朗
詠
注
―
」
翁
中
世
説
話
の
文
学

史
的
環
境
』
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
二
年
）

（４
）
牧
野
和
夫
氏

「中
世
の
学
問

（注
釈
）
の

一
隅
」
「中
世
に
お
け
る
仏
典

注
疏
類
受
容
の

一
形
態
―

『鏡
水
抄
』
の
こ
と
―
」
「
中
世
の
説
話
と
学

問
』
和
泉
書
院
、
平
成
三
年
）

（５
）菅
野
扶
美
氏

「音
楽
講
式
に
つ
い
て
」
「
国
語
と
国
文
学
』
六
四
―
八
、

昭
和
六
十
二
年
八
月
）
。

（６
）
「続
教
訓
妙
」
の
項
、
福
島
和
夫
氏
執
筆

（講
談
社
、
昭
和
六
十
二
年
）。

（７
）
第

一
〇

・
一
一
冊
、
第

一
三

。
一
四
冊
。

（８
）
『新
指
定
重
要
文
化
財
』
七

（毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
。

（９
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
写
真
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
岩
橋
小
爾
太
氏

「洛
北
曼
殊
院
の

『続
教
訓
抄
』
に
つ
い
て
」
「
日
本
演
劇
史
論
叢
』、
巧
藝

社
、
昭
和
十
二
年
）
が
、
曼
殊
院
本
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

大
覚
寺
統

に
お
け
る
勅
撰
集
下
命
を
め
ぐ

っ
て

―
鎌
倉
中
・後
期
勅
撰
和
歌
集
制
度
史
試
論
―

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
村
山
　
識

発
表
者
が
、
こ
の
発
表
を
端
緒
と
し
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
の
は
、
為

家
を
祖
と
し
て
為
氏

。
為
世
以
下
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
二
条
家
撰
者
に

よ
る
勅
撰
集

（以
下

コ
一条
家
撰
集
し

が
、
い
か
な
る
歴
史
的
過
程
を

辿

っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

鎌
倉
中

・
後
期
勅
撰
集
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

撰
集
は
、
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
量
的

に
も
、
ま
た
二
条
家
当
主
に
よ
っ
て
代
々
撰
集
さ
れ
た
と
い
う
連
続
性

を
考
え
て
も
、
二
条
家
撰
集
が
こ
の
時
代
の
勅
撰
集
の
主
軸
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
撰
集
を
抜
き
に
し
て
、
鎌
倉
中

・
後
期
に
お
け
る
勅
撰
集
を

考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

本
発
表
に
お
い
て
は
、
そ
の
二
条
家
撰
集
を
、
結
果
と
し
て
は
す
べ



て
下
命
す
る
こ
と
と
な

っ
た
、
大
覚
寺
統
に
お
け
る
撰
集
下
命
の
慣
例

的
、
制
度
的
な
面
を
、
後
嵯
峨
院
に
遡
り
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二

条
家
撰
集
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
的
な
部
分
を
構
築
す
る
こ
と
を
試
み

た
。後

嵯
峨
院
の
時
代
か
ら
鎌
倉
幕
府
滅
亡
ま
で
の
約
九
十
年
間
に
、

『
続
後
撰
集
』
か
ら

『続
後
拾
遺
集
』
ま
で
の
七

つ
も
の
勅
撰
集
が
編

ま
れ
た
。
田
村
柳
壱
は
、
こ
の
頻
繁
な
撰
集
事
業
に
つ
い
て
、
撰
集
を

「
王
朝
聖
代
に
も
比
す
べ
き
善
政
の
記
念
碑
」
と
考
え
た
治
天
の
君
た

ち
が
直
面
し
て
い
た

「皇
統
迭
立
」
と
い
う
対
立
構
造
と
、
為
家
と
反

御
子
左
派
、
二
条
家
と
京
極
家
と
い
う
歌
壇

・
御
子
左
家
に
お
け
る
分

裂

。
抗
争
と
い
う
事
態
の
二
つ
の
要
因
に
よ
り
、
撰
集
が
促
さ
れ
た
と

す
る

（「和
歌
の
消
長
」
「
岩
波
講
座
　
日
本
文
学
史
　
第
五
巻
』、
岩
波
書

店
、　
一
九
九
五
年
十

一
月
）。

田
村
の
見
解
は
、
お
お
よ
そ
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
多
少

の
問
題
も
残
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
『続
古
今
集
』
に
つ
い
て
は
、
亀
山
天
皇
即
位
直
前
に
為

家
に
後
嵯
峨
院
の
諮
問
が
下
り

（「為
家
卿
続
古
今
和
歌
集
撰
進
覚
書
し
、

ま
た
亀
山
院
政
開
始
直
後
に
、
為
家
が
為
氏
を
勅
撰
集
撰
者
に
推
薦
す

る

（「延
慶
両
卿
訴
陳
状
し

と
い
う
よ
う
に
、
特
に
皇
統
に
お
け
る
対
立

構
造
が
表
面
化
す
る
以
前
か
ら
、
既
に
、
撰
集
の
下
命
時
期
が
、
即
位

や
院
政
開
始
と
密
接
に
関
連
す
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
を
考
え
る
と
、
即
位
や
治
天
の
君
就
任
な
ど
を
契
機
と

し
て
勅
撰
集
が
企
画

・
下
命
さ
れ
る
と
い
う
慣
習

。
制
度
は
、
そ
の
理

念
上
の
意
義
付
け
は
と
も
か
く
、
皇
統
や
歌
壇
に
お
け
る
対
立
に
は
大

き
く
関
わ
ら
ず
、
後
嵯
峨
院
の
時
代
を
そ
の
端
緒
と
す
る
と
考
え
た
方

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
撰
集
の
撰
歌
資
料
と
し
て
の

「応
製
百

首
」
が
、
『続
後
撰
集
』
の
た
め
の

『宝
治
百
首
』
以
降
、
定
着
し
て

ゆ
く
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
特
に
大
覚
寺
統

。
二
条
家
撰
者

に
よ
る
撰
集
の
制
度
的
な
面
は
、
後
嵯
峨
院
か
ら
亀
山
院
の
頃
に
整
え

ら
れ
、
以
後
に
受
け
継
が
れ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
緩
や
か
な
制
度
に
則
り
、
撰
集
の
下
命
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
た
上
で
、
各
撰
集
に
お
け
る
大
覚
寺
統
下
命
者
と
二
条
家
選

者
の
関
係
性
を
考
察
す
る
と
、
必
ず
し
も
密
接
か

つ
均

一
な
も
の
と
ば

か
り
は
い
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
二
条
家
撰
集
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。


